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同
社
は
こ
れ
ま
で
、「
コ

ト
づ
く
り
」の
日
本
橋
本
社
、

「
モ
ノ
づ
く
り
」
の
王
子
研

究
所
、「
ヒ
ト
づ
く
り
」
の

王
子
研
修
セ
ン
タ
ー
を
都
内

に
配
置
し
、
有
機
的
か
つ
機

動
的
に
連
携
し
て
き
た
が
、

今
後
の
よ
り
一
層
の
飛
躍
に

向
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を

支
え
る
多
様
性
を
育
み
、
社

内
外
の
幅
広
い
知
見
を
活
か

す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
加
速
さ
せ
、
常
識
に
囚

わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
に
よ

る
顧
客
提
供
価
値
の
創
出
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
拠

点
と
し
て
、
新
た
に
今
年
３

月
、日
本
橋
本
社
７
階
に「
コ

コ
ラ
ボ
」を
開
設
し
て
い
た
。

　

コ
コ
ラ
ボ
は
、「
Ｋ
Ｏ

Ｓ
É 

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
の
頭
文
字
を

と
り
命
名
し
た
も
の
で
、
社

員
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
情
報

交
換
の
場
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
試
作
品
の
評
価
や
新
ビ

ジ
ネ
ス
の
Ｐ
ｏ
Ｃ
（
実
証
実

験
）
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

働
き
方
の
変
化
で
不
足
し
が

ち
な
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
補
う
役
割
も
担
い

つ
つ
、
社
内
外
の
幅
広
い
情

報
や
知
識
、
ス
キ
ル
の
習
得

に
つ
な
が
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

集
積
、
社
員
の
成
長
を
促
す

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
多
種
多
様
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
新
た
な
ひ

ら
め
き
や
気
付
き
、
ヒ
ン
ト

や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
場

と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

今
回
、そ
の「
コ
コ
ラ
ボ
」

の
さ
ら
な
る
活
用
の
一
環
と

し
て
、
11
月
24
日
～
27
日
に

「
モ
ノ
づ
く
り
ウ
ィ
ー
ク
」

を
開
催
。
25
日
に
は
、
個
々

の
研
究
員
の
独
自
の
ア
イ
デ

ア
を
形
に
し
て
提
案
し
、
企

画
や
開
発
を
は
じ
め
と
し
た

部
門
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
刺
激
す
る
「
研
究
ア
イ

デ
ア
提
案
会
議
」、
26
日
～

27
日
に
は
、
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
取
引
先
の
技
術
と

同
社
の
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ

け
る
「
外
注
フ
ェ
ス
タ
」
を

実
施
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
別
々
に
実
施
し

て
き
た
こ
の
２
つ
の
イ
ベ
ン

ト
を
、
１
週
間
の
中
に
集
約

し
、
日
本
橋
本
社
「
コ
コ
ラ

ボ
」
に
て
行
う
こ
と
で
、
今

ま
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
な
か
っ
た
社
員
も
集
ま

り
、
例
年
以
上
に
双
方
向
の

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

「
研
究
ア
イ
デ
ア
提
案
会

議
」は
、年
に
２
回
開
催
さ
れ
、

通
常
の
業
務
か
ら
離
れ
、
制

約
の
壁
を
取
り
払
い
、
各
個

人
の
自
由
な
発
想
で
個
性
を

活
か
し
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

を
試
作
品
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
形
で
展
示
し
て
い

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
を
大
量
生
産
す
る
際
の
初

期
段
階
や
生
産
中
、
製
造
す

る
製
品
の
切
り
替
え
時
に
、

そ
の
ま
ま
利
用
で
き
な
い
キ

ャ
ッ
プ
が
排
出
さ
れ
る
こ
と

に
着
目
し
、
こ
の
樹
脂
を
再

利
用
し
て
化
粧
品
容
器
に
再

利
用
で
き
な
い
か
検
討
を

進
め
、
再
利

用
に
向
け
て

は
数
点
の
課

題
を
要
し
た

が
、
そ
れ
ら

を
解
決
し
て
製
品
へ
の
応
用

に
成
功
し
た
。

　

な
お
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
由
来
再
生
樹
脂
を

化
粧
品
容
器
に
採
用
す
る
こ

と
は
、
国
内
の
化
粧
品
業
界

で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
キ
リ
ン
ビ
バ

レ
ッ
ジ
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
の
約
３
～
４
割
を

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

廃
棄
物
に
よ
る
環
境
負
荷
を

低
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
ア
テ
ニ
ア
に
お
い

て
は
、
再
生
樹
脂
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
従
来
製
品
に
使

用
し
て
い
た
新
規
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
量
の
約
40
％
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ア
テ
ニ
ア
は
環
境
を
配
慮

し
、
ボ
ト
ル
タ
イ
プ
に
比
べ

て
樹
脂
量
を
約
85
％
削
減
で

き
る
フ
ィ
ル
ム
パ
ウ
チ
を
使

っ
た
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
オ
イ
ル

の
レ
フ
ィ
ル
製
品
「
ス
キ

ン
ク
リ
ア 

ク
レ
ン
ズ 

オ
イ

ル
」
を
販
売
し
て
い
る
。

　

今
回
さ
ら
な
る
環
境
へ
の

配
慮
を
踏
ま
え
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
製「
ス
パ
ウ
ト
部
」に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

に
由
来
す
る
再
生
樹
脂
を
採

用
し
た
。

　

再
生
樹
脂
の
製
造
方
法

は
、
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
が

選
別
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
印
刷
を
専

用
の
機
器
で
除
去
、
粉
砕
し

て
フ
レ
ー
ク
状
に
し
た
後
、

溶
解
、
混
合
し
て
ペ
レ
ッ
ト

状
に
し
た
も
の
を
さ
ら
に
溶

解
し
、
色
素
を
加
え
て
再
生

樹
脂
に
し
た
も
の
を
成
型
し

て
完
成
さ
せ
る
。

　

再
生
樹
脂
と
し
て
使
用
す

る
に
は
、
キ
ャ
ッ
プ
の
選
別

や
印
刷
の
除
去
工
程
な
ど
に

手
間
が
か
か
る
が
、
化
粧
品

容
器
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得

て
国
内
化
粧
品
業
界
で
は
初

の
試
み
と
し
て
実
現
す
る
に

至
っ
た
。

　

今
後
も
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
で
排
出
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
グ
ル
ー
プ

の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
使
用
し

た
製
品
パ
ー
ツ
へ
応
用
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

た
。
今
年
は
、
約
１
２
０
点

の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
が
並

び
、
研
究
の
メ
ン
バ
ー
と
本

社
内
の
様
々
な
部
門
の
メ
ン

バ
ー
が
意
見
交
換
、
時
に
は

熱
い
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、

製
品
化
へ
の
実
現
性
や
顧
客

へ
の
提
供
価
値
を
探
っ
た
。

　

例
え
ば
、
口
紅
の
上
か
ら

塗
る
こ
と
で
色
落
ち
や
色
移

り
を
防
ぐ
と
い
う
新
機
能
を

提
案
し
、
口
紅
コ
ー
ト
と
い

う
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立

し
た
「
リ
ッ
プ 

ジ
ェ
ル
マ

ジ
ッ
ク 

Ｅ
Ｘ
」
や
、
ク
リ

ー
ム
と
し
て
は
珍
し
い
ホ
イ

ッ
プ
の
よ
う
な
独
特
の
感
触

を
持
つ
「
雪
肌
精 

ク
リ
ア

ウ
エ
ル
ネ
ス 

ホ
イ
ッ
プ 

シ

ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
」
な
ど
、

独
自
性
の
高
い
特
長
・
感
触

を
持
っ
た
商
品
が
、
研
究
所

員
の
新
発
想
・
新
技
術
か
ら

数
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
セ
ー
は
、
日
本
橋
本
社
の
一
部
改
装
に
際
し
、
社
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
よ
っ
て
、
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

創
出
や
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
誘
発
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
創
出
を
狙
う
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
「
Ｋ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
コ
コ
ラ
ボ
）」
を
本
格
稼
動
さ
せ
た
。
本
格

稼
働
を
機
に
、
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
で
き
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
多

様
な
人
、
情
報
、
ア
イ
デ
ア
の
融
合
に
よ
り
、
顧
客
の
期
待
を
超
え
る
モ
ノ
づ
く
り
、

コ
ト
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、そ
の
基
盤
と
な
る
ヒ
ト
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

フ
ァ
ン
ケ
ル
は
、
キ
リ
ン
と
の
資
本
業
務
提
携
後
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
含
め
た
環
境
配
慮
の
観
点
を

持
っ
た
容
器
や
包
装
資
材
の
設
計
や
生
産
で
の
協
業

を
積
極
的
に
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
キ
リ

ン
グ
ル
ー
プ
の
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
に
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
清
涼
飲
料
の
生
産
時
に
排
出
さ
れ
る
キ
ャ

ッ
プ
を
再
生
樹
脂
に
加
工
し
た
素
材
を
、
フ
ァ
ン
ケ

ル
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
ア
テ
ニ
ア
の
化
粧
品
容

器
の
一
部
に
採
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

フ
ァ
ン
ケ
ル

ペットボトルの
キャップを再生し、
化粧品容器に利用

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
創
出
拠
点

「
コ
コ
ラ
ボ
」が
本
格
稼
動

コーセー

　

「
外
注
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

取
引
先
の
独
自
技
術
と
同
社

の
ア
イ
デ
ア
を
結
び
つ
け
る

機
会
創
出
の
場
と
し
て
、
毎

年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
た
。
取
引
先
各
社
が

見
本
品
を
並
べ
、
社
内
の
担

当
者
が
話
を
聞
き
、
議
論
す

る
こ
と
も
で
き
る
見
本
市

で
、今
回
も
原
料
か
ら
容
器
、

海
外
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た

ア
イ
デ
ア
な
ど
、
数
々
の
新

規
性
の
あ
る
技
術
な
ど
が
並

ん
だ
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も

関
わ
ら
ず
国
内
外
20
社
以
上

の
取
引
先
か
ら
約
２
０
０
品

の
技
術
が
集
ま
り
、
同
社
の

企
画
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
部
門
の
メ
ン
バ
ー
が
社
内

の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
な
ど
も

フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
多
数

参
加
し
、
新
た
な
製
品
の
種

を
探
っ
た
。


